　「The Final Lesson」訳本

　「最後の教え」

　著者　Aegrothius Goth
「さあ、お前たちも見習いを終える頃合だ」高賢〔Great Sage〕は彼の学生であるTaksimとVonguldakに告げた。
「もうですか？」Vonguldakが声を上げる。門下に入ってから、まだ、ほんの数年しか経っていないからだ。「僕らは、そんなに落ちこぼれなのでしょうか？」
「私たちは、お師匠様の言うことをきちんと学んできました。でも、もう教えることは無くなってしまったのですか？」Taksimが尋ねる。「過去の偉大な魔封術師〔enchanter〕について数々の物語を聞かせて頂きましたけど。彼らの高みに達するまで、勉強を中断しなくてはいけないのですか？」
　「最後に、一つだけ話を聞かせてやろう」微笑を浮かべて高賢は言った。
今から数千年もの昔、CyrodiilによるReman皇朝よりも遥か遠く、Tamrielを支配していたSeptim皇朝よりもさえ遥か遠く、いまだ魔術師ギルドも成立していなく、Morrowindの地はResdaynとして知られており、Elsweyrの地はAnequinaそしてPellitineと呼ばれており、大地を支配する唯一の法律はMarukhの〈Alessiaの教義〉〔Alessian Doctrines〕に基づく冷酷なものだけであった。その時代に、Dalakという錬金術師が、弟子のUthracとLorethと共に暮らしていたのである。
UthracとLorethは優秀な学生として二人とも同じ位に真面目に勉強に打ち込んでおり、彼らは師匠の自慢の種であった。彼らは共に、大釜と鏡の鍛造、spiritasをmundusに変じさせる煎じ液、空気と炎を編み合わせる技術に関して卓越していた。この少年たちをDalakは気に入っていたし、それは彼らの方も同じだったのである。
　ある春の朝に、Dalakは一葉の手紙を受け取った。それは魔封術師のPeothilからのもので、彼はColovianの中心地域に位置する森の奥深くに居を構えていた。この第１紀の暗黒時代には、Artaeum島のPsijic結社を除いては、魔術師たちは散らばって研究に従事していたことを思い出さなくてはならない。その島を離れては、顔を付き合わせることはおろか、連絡を取り合うことも、彼らには滅多に無かったのである。だから、Peothilからの手紙を受け取ったDalakは、それを大いに訝しんだものである。
　Peothilは非常な高齢であり、〈Alessiaの改革〉〔Alessian Reform〕による脅威を逃れて独り平安の内に暮らしていた。彼は自分の命を危ぶんでいた。〔Alessia教団の〕狂信的な神官や戦士の追っ手が近くまで迫っていると知っていたからだ。そして、Dalakは二人の弟子を彼の下へ送ることにしたのである。
　「Colovianの地への道程は、骨の折れる危険に満ちた旅となるだろう。私が若い時分であっても、その旅に加わるのは恐れるほどに」Dalakは言った。「お前たち二人をPeothilの洞窟に送ることを考えると、私の心は打ち震えてしまう。しかし、彼が慈悲のある偉大な魔封術師であるのは知っているし、この〔魔術師が弾圧される〕暗い夜を生き抜くためには、大陸の中心で燃えさかえるPeothilという灯火を絶やすわけにはいかないのだよ」
　UthracとLorethは、自分たちをPeothilの下に向かわせないよう教師に頼み込んだ。彼らが恐れていたのは、〈Alessiaの改革〉の神官や戦士ではなかった。そうではなく、高齢のために二人の師匠の体が弱っており、〈改革〉の運動が更に西方に達するならばDalakは自身の身を守り切れないだろうと知っていたからである。ついにDalakの方も折れて、一人は自分の下に残るのを許して、もう一人がColovianの地への旅路に就くことになったのである。そして、二人の何れが向かうかについては、彼らの判断に任せたのである。
　弟子たちは議論に議論を重ねて、主張と妥協を繰り返して、ついに運命の選択が下されることになった。くじを引いて、すぐにLorethに決まった。翌日の早朝、惨めさと恐れに包まれながらも彼は出立したのである。
　一月と一日の間、Colovianの地の中心へと向けて、Lorethは森の中を踏み分けて行った。事前の計画や彼自身の技術や、そして同情を覚えてくれた農民たちの大きな協力を通じて、人の踏み入らない山道や沼地を通って行くことによって、更に狭まってくる〈Alessiaの改革〉の包囲網を何とかして潜り抜けて行けたのである。Peothilを見つけるに当たってDalakから教えられていた薄暗い洞窟を遂に探し出してから、それから当の魔封術師の隠れ家を探し出すまでには更に何時間も費やさねばならなかったのである。
　その隠れ家からは誰も応対する者は現れなかった。古の学術書、大釜や水晶のフルート、不可思議な円から発される熱により育っている薬草、透明な膜の内に封じられている奇妙な液体や気体、それらが立ち並ぶ研究所の中をLorethは調べていく。ついに、彼はPeothilを見つけ出した。あるいは、そうだと思った。研究所の床の上で魔封術の器具を掴んでいる“干からびた貝殻”は、とても人間には見えなかったものだから。
　この魔術師にしてやれることは既に何も無いのだから、すぐに本当の師匠であるDalakと友人のUthracの下に帰ろうと彼は心に決めたのである。しかし、Peothilの死後、〈改革〉の軍勢の行動は迅速であった。幾度も連中と鉢合わせになりそうになって、その若い魔封術師は気づかされることになった。すっかり自分は包囲されているのである、と。そして、ただ一つ可能である退却路は、Peothilの洞窟に引き戻すことだけなのであった。
　Lorethには分かっていた。まず自分の為すべきことは、あの軍勢の目を研究所から逸らしておく手段を講じることである、と。それは、Peothil自身も同様に試みていたようであった。しかし、Lorethのような見習いにさえ気づくような単純な間違いのせいで、Peothilに可能であったのは自身を死に至らしめることだけであったけれど。Dalakから習得していた知識をPeothilの魔封術に応用してみたところ、それは大きな成功を収めるものであった。こうして、〈改革〉の軍勢にとっては、研究所を探し出すことはおろか探知さえも完全に不可能となったのである。
　それから長い時が過ぎ去った。第１紀の４８０年には、強大なるAiden DirenniがAlessiaの大群に対して連勝を重ねて、一度は閉鎖されていた多数の交通網が今や回復することになった。こうして、もはや齢を重ねていたLorethはDalakの下に帰ることが可能になったのである。
　ついに師匠の小屋へと通ずる道を探し出した彼が見つけたのは、あらゆる周囲の木々に灯された服喪の蝋燭であった。その小屋の戸を敲く前から、旧友のUthracに会う前から、彼には分かっていた。Dalakは世を去ったのである、と。
「つい数ヶ月前だったよ」友人と抱擁を交わしてから、Uthracは言った。「君が去ってから、毎年、毎日、師匠は君のことを欠かさず口にしていたよ。どういうわけか、天に旅立つのは君よりも自分の方が先だと知っていたようだね。だから、いつか戻って来るだろうって、そう言っていたよ」
　白髪の“少年たち”は、焚火を前にして過ぎし日に想いを馳せていた。悲しむべき事実は、どれだけ違う風に二人は成長したかを彼らが見出した、ということであった。君が独自の発見を書き留めている間に、自分は師匠の仕事を引き継いでいたのであるとUthracは語って聞かせた。その日の内に別れた二人は、お互いに首を横に振っていたけれど、もう再会することは無いと運命づけられていたのである。
　それから年月が流れて、この世を離れて二人が偉大なる師匠Dalakの下を訪れる前に、彼らは各々の望みを叶えることになったのである。一方、Uthracは、Direnni一族に仕える下級の魔封術師として、それなりに尊敬を集めるところとなった。他方、Lorethは独自に習得した技術を用いて、Balac-thurmすなわち〈混沌の杖〉〔Staff of Chaos〕〔世界の存続を左右するような強大なアーティファクト〕を創り出したのであった。
「若人たちよ、この物語は次の事柄を教えてくれている。第一に、Peothilのような自己学習の魔封術師の生命を奪った、小さいながらも致命的な誤りを避けるために、教師の下に就いて勉強を行わねばならないこと。第二に、しかしながら、真に偉大なる魔封術師への道は、お前たち自身によってあらゆる可能性を試みようとするところにのみ開かれているということであるのだよ」
